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「個人のひそやかな資料整理の方法でなし得る
研究は，ほとんど限界に来ているのではあるまい
か。個人の能力を越えた大きな規模において，そ
のような規模においてはじめて可能になるような
大きさの資料の可及的に完全な整理を，現在の東
洋学は必要としている。真にその名に値する共同
研究も，このような史料の整理の後に，はじめて
可能になるのである。個人の私室がいくつ集まっ
ても，共通の広場にはならない。共同研究が成立
するためには，共通の形式によって十分に整理さ
れた資料を，研究者のすべてが，ひとしく，同じ
条件のもとにおいて，共有していることが，欠く
ことのできない必要条件である。この過程を経た
後に，あらためて，個人研究は，新たな次元に高
められてゆくのである。」
以上の文章は現在進められている「唐代研究ナ
リッジベース」プロジェクトの基本宣言の一節で
ある，と申し上げても，それをいぶかしく思う人
はたぶんいないだろう。「共通の形式によって十
分に整理された資料を，研究者のすべてが，ひと
しく，同じ条件のもとにおいて，共有しているこ
と」―我々が目指す包括的な電子アーカイブと
は，まさしくそうした前提を実現するものとして
構想されているからである。しかし，これは我々
の宣言ではない。今を遡ること50年前，1954年 8
月のものである。執筆者は平岡武夫。人文科学研
究所が誇る資料集，「唐代研究のしおり」の 1冊
である『唐代の暦』発行に際して書かれた文章に
見える。「唐代研究のしおり」は内外の研究者か
ら高い評価を与えられ，1977年には正式に復刊さ
れた。平岡氏がこだわりを持って選ばれた「朱
色」の表紙は，この事業に携わった人々の熱意と
苦労を物語るかのように力強い輝きを放っている。

ところで，同じ一文の中で，氏は次のように述
べている。

「これらの一連の書物は，なるだけ早い時期に
印刷して，すべての唐代文化の研究者に利用して
いただく意志をもって造られたものである。しか
し，これらのものは，いずれもなお未定稿であっ
て，その定稿化を，私は，各種の資料の整理とに
らみあわせて，三・四年の後に予定していたので
ある。いま急速にこれを定稿化することは，容易
なことではない。加うるに，一方において，この
時，私は，冊府元亀・唐会要，その他の唐代史料
と，力いっぱいにとり組んでいた。」
一方においてとり組んでいた仕事，すなわち

『冊府元亀』『唐会要』，その他の唐代史料に関す
る整理事業は，どのような形で結実したのだろう
か。これこそ標題に記した「唐代史料稿」と呼ば

「唐代史料稿」とナリッジベース

井波陵一
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れるものなのである。我々はその仕事の目的と経
過を『東方学報』に掲載されたいくつかの文章に
よって知ることができる。いま「唐代史料稿長慶
元年」（1966年）なる一文によれば，事業内容は
7項目に分けられる。
（ 1）冊府元亀一千巻の宋刊本および明鈔本，
唐会要一百巻の明鈔本のマイクロカメラによる撮
影と複製
（ 2）冊府元亀の中から唐代史料の抽出
（ 3）冊府元亀・唐会要の本文校勘
（ 4）冊府元亀・唐会要の史料を三万五千枚の
ファイルに作成
（ 5）史料ファイルの編年体による再編成
（ 6）旧唐書・新唐書・資治通鑑・全唐文など
の史料的整理
（ 7）それらの史料と冊府元亀および唐会要と
の綜合整理
印刷に付された「唐代史料稿」とは，『東方学
報』に 3回にわたって掲載された（ 7）のはじめ
の部分のことを指すのであり，言うまでもなく，
この事業全体から見れば，ほんの一部にすぎない。
ただ，かの一文は続けて次のように述べる。

「ファイルの整理をすませているので，研究所
に来れば，どなたでも利用できる。また利用者も
すでにある。しかし，ファイルの体制では，利用

にも，管理にも，不便が多い。少くとも，「唐代
史料稿」の形にまとめることが必要である。」
したがって，全ファイルを包括的にまとめ上げ
たものこそ，正式の「唐代史料稿」になるはずで
あった。しかし，この構想は実現に至らず，公開
利用に供したファイルもいつしか顧みられなくな
り，条件の悪い部屋に詰め込まれた結果，特注の
ファイルボックスも雨水の浸透によるカビに冒さ
れて一部が破損し，中のファイルが散乱するとい
う惨状を呈している（平岡氏がファイルに貼りつ
けた複製写真の劣化を危惧してから40年近く経過
している）。

これら貴重なファイルを何らかの形で「唐代研
究ナリッジベース」に活かすことは，我々の責務
と言えよう。もちろん，たとえば新旧唐書の人名
索引のファイルなどはすでにその役割を終えてい
る。しかし，今では 1データにしかならないファ
イルを一つ一つ眺めていると，かえって「共通の
広場」の建設を目指した先輩がたの並々ならぬ意
欲に圧倒されてしまう。我々のプロジェクトは，
人文科学研究所が先端的に進めてきた共同研究の
必然的な産物にほかならないのだ。そう思うと，
責任の重さを改めて痛感する。
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人文科学研究所の前身である東方文化学院京都
研究所は，1938～1944年に山西省大同市の雲岡石
窟を調査し，水野清一・長広敏雄『雲岡石窟  西
暦五世紀における中国北部仏教窟院の考古学的調
査報告』全16巻32冊（1951～1956年）として大部
の報告書が刊行された。調査では石窟の実測と撮
影のほか，石窟前面や台地上などが部分的に発掘
され，石窟に付属する寺院の遺構が検出されたの
であるが，出土遺物についてはほとんど未整理の
まま人文研の収蔵庫に眠ってきた。
そうした考古資料は，文字通り瓦礫のようなも
のだろうか。そんな疑問から，とりあえず文学研
究科の大学院生らとともに瓦の整理からはじめる
ことにした。本誌第 2号に紹介したように，文字
瓦について考古学の目で詳しくみると，これまで
知られていなかった事実がいろいろわかってきた。
その勢いで2004年には雲岡石窟から出土した陶磁
器の調査をはじめたのである。
ここで紹介するのは，第20洞前から出土した遼
金代の白磁である。第20洞は沙門統の曇曜の発議
によって最初に開鑿された 5窟のうちの 1つで，

石窟の中心となる大仏が安座している。白磁は壺
底部の破片で，底部中央に「寿□」の 2文字，高
台内面に手慣れた楷書体で「通楽館置」と墨書し
ている。前者の不明の 1字は他とちがう記号風の
筆致だが，「昌」 の草書体で遼の年号「寿昌
（1095-1100）」を記したものかもしれない。後者
の墨書はこの白磁の設置場所が「通楽館」である
ことを示したもの。この「通楽」が積年の問題を
解決する重要な手がかりとなった。
第 2次世界大戦の後に北京大学の宿白氏が北京
大学図書館で発見した元の熊夢祥『析津志』に引
く「大金西京武州山重修大石窟寺碑」によれば，
北魏の雲岡石窟寺は「通楽」「霊巌」「鯨崇」「鎮
国」「護国」「天宮」「崇教」「童子」「華厳」「兜
率」の十寺からなり，唐の貞観十五年（641）に
重建された後，遼の重煕十八年（1049）に欽愛皇
太后により再修，遼末まで数次の小規模な改修が
行われ，遼の滅亡時に灰燼に帰すものの，金の皇
統三～六年（1143-46）にふたたび大規模な造修
がなされたという。この北魏十寺の筆頭にあげら
れる「通楽」こそ，『続高僧伝』巻 1釈曇曜伝に
雲岡石窟を開いた曇曜が「恒安の石窟通楽寺に住
む，即ち魏帝の造る所なり」という通楽寺にほか
ならない。
通楽寺の所在地について「金碑」を考証した宿
白氏は曇曜五窟（第16～第20洞）付近と推定して
いたが，今回の墨書の発見はそれを裏づけること
になった。もっとも，曇曜の通楽寺にちなむ「通
楽館」なる寺院が遼金代の第20洞前に実在したこ
とが明らかになり，北魏代の建築遺構や大量の瓦
がその下層から出土しているとしても，その場所
が本来の曇曜の通楽寺であったとは断定できない。
とはいえ北魏の和平年間（460-465）に開かれた

雲岡石窟通楽寺の発見

向井佑介／岡村秀典

雲岡石窟第 20洞
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石窟は第20洞を含む曇曜五窟のみであるから，曇
曜の住んだという通楽寺がその近辺にあったこと
はまちがいないだろう。
第20洞前からは同時に「□統四年」の文字を刻
んだ丸瓦片が出土している。水野清一らはこれを
遼の乾統四年（1104）に比定したが，「金碑」に
よって金の皇統四年（1144）の可能性もありうる
だろう。いずれにせよ第20洞前から遼金代の瓦が
大量に出土し，「金碑」の記述と合わせると，北
魏から遼金にいたるまで石窟の前面に木造の仏殿

が繰り返し修築されていた様子が明らかにできた。
また，ここから出土した遼金代の陶磁器はほとん
どが日常雑器の白磁椀であるため，寺院内には多
数の僧侶が生活していたこともうかがえる。ブタ
やウマの骨は，僧侶が肉食していた証しかもしれ
ない。そうした生活の一端がみえてくるのも，考
古学ならではの研究成果である。
考古資料も捨てたものではない―なかば捨て
られたような「お蔵入り」の遺物を前に，そんな
思いを強くしたのである。

雲岡石窟第 20洞前の「通楽館置」白磁壺
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2004年 9月 6日（月）から10日（金）までの 5
日間，人間・環境学研究科棟433・434演習室にお
いて，東アジア人文情報学サマーセミナーを実施
した。テーマは「インターネット時代の人文学の
新しい技術」。その目的，カリキュラム及び反省
等の実施報告を，来年度以降の展望を兼ねて以下
で略述したい。
我々の21世紀 COEプロジェクトでは，漢字文
化の全き継承と発展のために，人文学に情報学的
手法を導入し，漢字文化圏に関する人文情報学を
新たに構築しようとしている。したがって，従来
の文献学的な方法論の習得とともに，新たに情報
学の技能を身につけた人材育成の教育プログラム
を立ち上げる必要があるように思われる。
パソコン，インターネットが急速に普及し，社
会の情報化が進展した今日において，コンピュー
タや情報通信ネットワークなどの情報手段を適切
に活用し，主体的に情報を選択・処理・発信でき
る能力は，必須の教養である。情報活用の実践力
を培う「情報教育」に関して，近年の学習指導要
領の改訂によって，中学では技術・家庭科で「情
報とコンピュータ」が必修となり，高校では普通
科目「情報」の必修授業が新設されるに至った。
大学教育の現場においても，情報を活用するため
の基礎的な知識・技能＝情報リテラシーの向上を
めざす授業を，共通教育科目に設けようとする気
運が高まっている。しかしながら，大学院研究科
の専門教育カリキュラムに組み入れられているほ
どではなく，まして漢字文化の継承と発展のため
の授業やセミナーは皆無と言ってもいいだろう。
そうした状況を打破し，人文学と情報学を横断
する教育の場を設けるために，人文科学研究所と
人間・環境学研究科の事業推進担当者を中心とし

て協議を行い，人間・環境学研究科の正規カリキ
ュラムにおいて「東アジア人文情報学」の新設を
内定させた。ただし，その開講は，人間・環境学
研究科が改組後 5年を経ていないため，カリキュ
ラム変更が可能となる平成18年度以降になる予定
である。そこで，そのパイロット・プロジェクト
を兼ねて，博士後期課程の学生を対象とするサマ
ーセミナーを企画することにした。
サマーセミナーの究極の目的には，COEプロ
ジェクトの 2大柱，東アジア言語のコンピュータ
処理，東アジア文献のナリッジベース化を推進す
る若手研究者の育成がある。しかし 1週間という
短い期間であるから，多言語処理やデータベース
のための諸技法のなかで，最も基礎的であると思
われるものに対象を絞り，パソコン実習を行うこ
とにした。

対象となる大学院生の予備調査では，パソコン
をWord，一太郎等のワープロソフトで使用して
いる者が大半であり，研究論文や資料を汎用性の
あるデータベースにする工夫を行っている者はご
く少数に限られていた。しかし，ホームページ作
成には大いに関心があり，すでに立ち上げている

サマーセミナー実施報告（ 1）

インターネット時代の人文学の新しい技術

武田時昌
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学生も少なからず存在した。したがって，ウェブ
ページを書くための HTML（Hyper Text Mark-
up Language）やその基礎知識について，もっと
学びたいという希望が最も強かった。
そこで，本年度のサマーセミナーのテーマとし
て「インターネット時代の人文学の技術」を掲げ，
TeXと XMLという二つの手法を取り上げるこ
とにした。
TeXとは，スタンフォード大学の Donald E. 
Knuth教授が開発した文書組版ソフトであり，
TeXの機能を強化した LaTeX，日本語が使える
ようにした pTeX等がさらに考案されている。
それらは，自分の思ったとおりに印刷用の出力が
機種，OSの環境に依存しないで得られるフリー
ソフトであるために，数式，化学式等を多用する
理系研究者を中心に広く用いられている。
COEプロジェクトが構想するデータベースと
いう見地において，TeXの文書整形技法で注目
されるのは，タグづけによって文章の構造や修飾
情報を記述していくマークアップ言語であるとい
う側面である。SGML（Standard Generalized 
Markup Language）から発展した HTML（Hy-
per Text Markup Language）もマークアップ
言語の一つであるが，その言語によって記述され
た文書はテキストファイル形式であるため，文系
の研究者にとっても，汎用性の高い論文，資料を
作成することのできる利点がある。
一方，XML（eXtensible Markup Language）
は，SGMLをインターネットで活用しやすくす
るために1998年 2月に開発されたもので，タグが
固定的で表示に特化した HTMLの制約を克服し
ており，XML文書は汎用性のあるデータ交換の
標準フォーマットとして現在最も期待されている。
以上のような現状を踏まえて，セミナーでは，
TeX, LaTeXの文書整形技術の訓練を導入とし，
TeXから XMLへという流れにおいて，文章の
論理構造，意味構造を記述するマークアップ手法
に理解を深め，XMLの基礎を実習することにし
た。そして，さらに応用としてプログラム言語の
Perl, XMLの HTML変換用プログラム XSLTの
初歩を概説してみることにした。

5日間にわたる講義テーマと講師は，以下の通
りである。
第 1講　漢字情報学序説
　「入力，出力，そして検索」 安岡孝一
第 2講　TeX入門
　「人文系研究者のための文書整形術」真下裕之
第 3講　LaTeX応用
　「効率的な文書作成のために」 守岡知彦
第 4講　多言語化概論
　「Ω, TeXと OTFパッケージ」 宮崎　泉
第 5講　マークアップ概論
　「マークアップ概念の導入― LaTeXを例に」

守岡知彦
第 6講　XML入門
　「The Basics― Understanding and Using 
XML」 C.ウイッテルン
第 7講　XML応用
　「Applications of XML― XML for Text 
Encoding」 C.ウイッテルン
第 8講　XMLプログラミング入門
　「正規表現と XML文書の操作」 師　茂樹
第 9講　XSLT入門
　「XMLで XMLを処理する？」 岩井茂樹
第10講　多言語情報処理概論
　「漢字政策と漢字情報処理」 安岡孝一
なお，パソコンによる実習指導を徹底するため
に，受講生は10名程度に限定せざるを得なかった。
選考方法は，人間・環境学研究科の指導教員に依
頼して博士課程学生を推薦してもらうとともに，
ホームページで受講希望者を公募し， 7月中旬に
選考委員会を開き，書類審査よって選定した。
受講した者10名を列記すると，人間・環境学研
究科 D4の鍾快，崔水晶，D2の陳捷，桂由起，
D1の閻淑珍，文学研究科 D2の鄭宰相，高永聡，
石野一晴，他大学からは立命館大学文学研究科研
究生の秋山陽一郎，関西大学大学院文学研究科
D3の大井和也，以上の10名の諸君である。また
坂内榮夫岐阜大学教育学部助教授も聴講者として
セミナーに参加した。実習指導員には，セミナー
講師とともに COE研究員の山本一登氏に加わっ
てもらった。また，京都ノートルダム女子大学人
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間文化学科 3年の車愛順さんが，ゼミの指導教員
吉田智子助教授を通じてセミナーの見学を申し出
たので，ビデオ記録係を務めてもらうことにした。
さて，サマーセミナーを終えてまず感じたこと
は，短期間の小規模な企画にもかからわず，思っ
た以上に大変であり，人文情報学あるいは漢字情
報学の立ち上げを口で言うのは簡単だが，相当な
覚悟がいるということである。参加者も普通の集
中講義なら馴れているが，コンピュータ実習を兼
ねたものであったので，かなりハードな一週間だ
ったようである。ところが，しばらくして感想レ
ポートを提出してもらったら，とても疲れたがそ
の分充実感もあり，大いに勉強になったという意
見が大半だった。たとえそれがお世辞半分として
も，そこでようやく責任者としてホッと胸をなで
おろすことができた次第である。
全体的に振り返ってみて，初めての試みという
こともあり，反省すべき点は多々ある。まず受講
生の感想レポートに異口同音に述べられているよ
うに，情報量が多すぎて消化不良であった印象は
拭えない。少人数とはいえコンピュータへの習熟
度にかなりのばらつきがある受講生を相手に，
TeXや XMLの実習を行うのは，思った以上に
困難さが伴うということである。基本的な教え方
として，インストールからすべて自力で行えるよ
うにするということにしたので，インストールや
基本操作に馴れるのに少し時間がかかるのはいた
しかたがない。しかし，パソコン操作に気を取ら
れすぎると，何をしようとしているかの理解が疎
かになってしまう。

教える側も今回が初めての試みという側面もあ
るが，教える内容と手順を十分に吟味する必要が
ある。また，事前学習の必要性も検討すべきであ
るが，そうした準備段階での工夫で，かなり解消
できるように思われる。
最も大きな問題は，やはり講義，演習のどのよ
うなカリキュラムを組めばいいのか，そしてどの
程度のレベルで教えればいいのか，ということで
ある。正規の授業ではなく，一週間で集中的に行
うセミナーであるだけに，学問的な基本概念を教
えることなく，パソコン操作の実習に終始すると，
まますると初心者向けのパソコン教室的なものに
なってしまう。また，学生の関心を向けるために，
データベースの横断検索や n-gram処理の応用例
を紹介するのも悪くはないが，プログラミングや
コンピュータ処理の基礎知識が理解できていない
と安直な考え方を植え付けてしまいかねない。そ
うした危惧を回避するために，概論と実習をワン
セットとし， 1日目に入門， 2日目に応用という
段階的なメニューを組んだのであるが，教える側
と受講生のレベルの差がありすぎて，果たして狙
い通りにいったかどうかは疑問である。
受講生の感想レポートによれば， 1日目の
EmEditorとM’s TeX Helper 2を使った TeXの
講義と演習は，比較的やさしかったために理解し
やすかったらしく，組版ソフトである TeX, La-
TeXによって論文を作成することに強い関心を
示した。実習後も勉強を重ね，TeXによるレポ
ートを提出してきた者も複数いたくらいである。
ところが，その応用となると全体像がつかめず
に中途半端な理解に終わってしまった印象が強い。
XEmacs CHISEのインストールや基本操作の説
明で時間的なロスがあって話の途中で終わってし
まい，論理構造の記述するという特性を把握した
り，多言語処理の手法という側面は，十分に教え
ることができなかった点は残念であった。
3日目以降の XMLに関しては，XML自体に

馴染みがないために，さらに面食らったようであ
る。基本的な知識が乏しいために，何のためのパ
ソコン処理であるのかがわかりにくかったにちが
いない。実習では，マークアップされた XML文



9

書を <oXygen/>を使って組版し，PDFに出力
する仕方を取り上げ，XMLをパソコン上で走ら
せることで親しみを持たせようとした。しかしな
がら，初心者向けの操作法を教える工夫がやや不
足していたので，かえって逆効果で，難解である
という印象を持たせてしまったかもしれない。マ
ークアップ概念をもう少しわかりやすく概説した
り，受講生が普段取り扱っている文献によってダ
グ付けする具体的な実習を取り入れてもよかった
ように思われる。今後の課題としてマークアップ
手法の簡便な教材作りは，欠かせないだろう。

ただし，受講生の意欲として，テキストファイ
ルによる組版のテクニックよりも高度なデータベ
ース化を学びたいという気持ちがあって，関心の
度合いとしては，むしろ XMLのほうが高かった
ことも見逃してはならない。
というのも，レベルの高い話にまったく興味を

示さなかったかというと，そうではないからであ
る。とりわけ師茂樹氏の講義で，正規表現を用い
た検索の実例を示すことで XML文書の構造的な
本質を論じたこと，岩井茂樹氏の講義で，共同研
究会の会読テキストとして用いている『元典章』
を具体例として，マークアップテキストのプログ
ラミング処理の実例を示したこと等に，受講生は
知的な驚きを伴って強い関心を抱いたようである。
プログラミング学習について，参加する前は，自
分は文系人間だからと及び腰の受講生もいたが，
これからの人文学にはデータベース作成が不可欠
になってくることを痛感したにちがいない。だか
ら，そのようなスキルを身につけることができれ
ば是非とも活用してみたいと参加者全員が感じた
ことも確かである。そこに，サマーセミナーの役
割を見いだすことができるだろう。
以上の反省を踏まえて，来年度以降も人文情報
学サマーセミナーを継続して実施する予定である。
セミナー受講生には，今回の実習体験を通して得
られた技能と知見をさらに深め，今後の研究活動
に大いに活用してもらいたいし，アフターサポー
トの協力も惜しまないつもりである。
近い将来において，サマーセミナー修了証書を
手にした若手研究者が全員集まって，東アジア人
文情報学の研究成果を発表し，討議し合う集会が
企画できるかもしれない。サマーセミナーの時期
は，まだまだ残暑が厳しく，旧式の白髪頭になり
つつある聴講生には一週間の長丁場はしんどいが，
やがてそんな楽しい「同窓会」のある夏休みが来
ることを心待ちにしている。
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筆者がコンピューターを利用し始めたのは，八
十年代後半の頃である。普通のワープロとして論
文製作に利用していたほかに，麥谷邦夫助教授
（當時）がMS-DOS上で動く一字檢索システム
を TurboPascalで構築されたので，それを利用
させて頂くようになった。そこで，檢索用元デー
タを作成するため，大型計算機センター（當時）
の二階にあった OCR專用機を使ってプレーンテ
キストを幾つか作成した。データの種類は，花園
大學内の禪文化研究所で禪語録研究會の末席に連
なっていた關係上，馬祖・百丈・黄檗・臨濟の所
謂四家のデータを作成する事にした。當時，入矢
義高先生の手によって馬祖・黄檗・臨濟は譯注が
公開されていたので，この三人に關してはその譯
注によってデータを作成すれば，底本についてと
りあえずの問題はなかった。ところが，百丈につ
いては譯注も研究成果も公開されていなかったた
め，一般に利用されていた宇井伯壽氏校訂の『百
丈廣語』（『第二禪宗史研究』所收）を底本にした。
これは，『古尊宿語録』や『四家語録』から百丈
の説法・問答を集め，そこに『宗鏡録』や『傳燈
録』等の引用文との校勘を加えたものである。
しかし，その當時には既に柳田聖山先生の研究
により，『百丈語録』の最古のテキストとして，
福州東禪寺版や開元寺版『天聖廣燈録』（卷九）
の存在が知られていた。更に，『百丈廣語』の最
後に付されている「大乘入道頓悟法門」に關して
も，引用元である『祖堂集』と『傳燈録』の間に
夥しい文字の異同が存在する。この樣な，『古尊
宿語録』『四家語録』と『天聖廣燈録』との間の
文字・文章の異同，また「大乘入道頓悟法門」間
相互の異同などの情報は，プレーンテキストの形
では保存の方法がなく，異同をカッコに括って書

き加えておくしかなかった。更に，個人的に檢出
していた『百丈語録』の引用文・典據などについ
ての情報に至っては，有效な電子化の方法を考え
つかなかった。「電子データは，プレーンテキス
トの形で一字檢索に利用する以外に有效な活用法
はないのか」と考え始めていた當時の筆者はこの
段階で早くも挫折し，以後十年近くこの問題につ
いては放置したままであった。
ところが，近年家人が漢字情報研究センターの
武田時昌教授の元に内地留學に行き，C. Wittern
助教授や守岡知彦助手の指導を受け「『説文解
字』データベース作成の研究」を始めた事から，
XMLの古典文獻用タグセットである TEI（Text 
Encoding Initiative）や，漢字を文字コードを離
れて扱うことのできる CHISEプロジェクトの存
在を知った。とりわけ，TEIによるマークアッ
プを行なえば，プレーンテキストでは保存できな
かった文字の異同情報や引用文・典據という付加
情報も有效に保存する事が可能である事。更に，
XMLから HTMLに變換してブラウザ上で表示
したりデータ處理する事も可能であり， また
XEmacs（Emacs）上に限定されるのではあるが，
XMLテキストを Elispにより樣々にデータ處理
することのできるプログラムも開發中である事も
知った。
その結果，長い間お藏入りしていた『百丈語
録』の電子データも，コンピューター上で有效に
利用する事ができそうだと考えるに至った。そこ
で，個人的にWittern助教授や守岡助手の指導
を 受 け に 行 き，PC-UNIX 上 で 動 作 す る
「XEmacs-TEI」や「XEmacs-CHISE」の使用法
について習熟に努めるようにした。そして，今回
自らの人文情報學研修の一環として「東アジア人

サマーセミナー実施報告（ 2）

人文情報學いまむかし

坂内榮夫
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文情報學サマーセミナー」を聽講させて頂いた次
第である。
今後は，上記『百丈語録』のマークアップを行
ない，テキストの異同や典據等についてすべて電
子化し，コンピューター上で利用できるようにし
てみたいと考えている。そのための準備として，
現在手始めに讀書會で讀了した南朝宋顏延之の
『庭誥』［ 1］について，中華書局版評點本を底本に
して，宋版『册府元龜』と明版『册府元龜』の文
字の異同を中心に個人的にマークアップを行なっ
ており，それはほぼ完成している。マークアップ
完成後，XSLを用いてどのように文字の異同處
理や他の文字データ處理できるのか，現状では
XSLについて殆ど知識がないので，CBETAの
ソースを參照するなどして色々と勉強し，異同の
處理だけでも最低限實現してみたいと考えている。
サマーセミナーで岩井茂樹教授の研究成果を見せ
て頂いた感じでは，かなり柔軟に複雜な處理も行
なえるようなので，XSLの處理能力については
非常に期待している。その次の段階として，譯注
についてもどのようにリンクさせて處理できるの
か，檢討してみる豫定である。また，Elispによ
るデータ處理プログラムについては，その開發状
況を睨んで色々と利用法を探ってみるつもりであ
る。
なお，この『庭誥』に關しては，諸々のマーク
アップが完成した曉には宇佐美文理研究代表と相
談して，適當なWEB上で公開できればと考えて
いる。そして，『庭誥』で基本的な問題點・疑問
點を解決したのち，本來の目標である『百丈語
録』のマークアップに取り掛かりたいと考えてい
る。
現在は，先に少し名稱を出したように，TEI
のマークアップを行なうのに Knoppix［ 2］上で
「XEmacs-TEI」を使用している。周知のように，
PC-UNIX系 OSはそのインストールから環境設
定まで非常に煩雜な作業が多く，UNIXシステム
に對しての基本的な知識がないと，實際問題とし
て作業を行なうにも困難な場合が多い。更に，

Emacs系のエディターを扱うにも，フォントま
わりを始めとして樣々な設定が全く複雜怪奇で，
誰でもが簡單に使用するにはまだまだ敷居が高い
のが現状である。しかし，守岡助手がサマーセミ
ナーで配布された「Knoppix-CHISE」［ 3］は，
Knoppixに「XEmacs-CHISE」やフォント等を
付け加えて獨自に再構成したもので，「XEmacs-
CHISE」やフォントの設定及びその他必要な環
境設定の類いが豫め施されている。その結果，
「Knoppix-CHISE」 導入後直ちに「XEmacs-
CHISE」 が使用可能になっており，「XEmacs-
CHISE」や「XEmacs-TEI」［ 4］の普及と利用に多
大の福音を齎す可能性を祕めている。 今後
「Knoppix-CHISE」がよりいっそう進化して，使
い勝手のよくなる事を願ってやまない。

［ 1］　「六朝隋唐精神史研究」（代表：京都大學文學研究科  
宇佐美文理助教授）の科研報告書の一つとして譯注を公
刊するため，現在原稿の整理を行なっている。

［ 2］　Debianベースの Linuxディストリビューションの
一つ。ドイツの K. Knopper氏が開發している。それに
基づいて，獨立行政法人産業技術總合研究所の須崎有康
氏が，日本語の使えるように改良した日本語版を配布を
している。URLは以下の通りである。「http://unit.aist. 
go.jp/itri/knoppix」

［ 3］　以下の URLで「Knoppix-CHISE」 の ISOイメー
ジとルートイメージが公開されている。「http://kanji. 
zinbun.kyoto-u.ac.jp/projects/ chise/dist/KNOPPIX/」

［ 4］　殘念な事に，C. Wittern助教授が獨自に開發された，
TEIの設定は取り込まれていない樣である。この點に
ついては，是非今後の改良をお願いしたい。
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2004年 9月 6日から 5日間に渡って行われた
「東アジア人文情報学サマーセミナー」は，筆者
が TeXについて素人であったこと，さらに唐代
ナレッジベース・プロジェクトに従事するための
スキルアップという個人的な需要もあって非常に
有意義に受講することができた。受講生は京大大
学院の人間・環境学研究科と文学研究科の留学生
が過半数を占め，前半が TeX，後半が XML，そ
れを安岡孝一助教授による文字コードの講座で挟
むような構成で行われた。人文情報学という学問
分野が依然未熟な状態にある現状を考えれば，人
文科学の若手院生をターゲットに「マークアッ
プ」という枠組みで集中講義が行われることは，
非常に貴重かつ意欲的な試みといえるものの，惜
しむらくは 5日間という短期間に多くの内容を凝
縮してしまったため，受講生にはやや混乱をきた
してしまった感が否めない。半期ないし通年の単
位で，このような講座が開講されることがあれば，
より大きな効果を期待できるのではないだろうか。
さて，この小論では当セミナーを通じて感じた
ことを，特に「マークアップテキストの意義」と
いう焦点に絞って綴ってみたい。

TeXや XMLを使えるとどう幸せになれるのか？
当セミナーの受講者は，国籍や関心，スキルな
どがまちまちであったこともあって，自然，受講
者は講義内容を必要に応じて銘々の関心や研究分
野にアジャストして理解を深めていくことになる
が，この点で具体的な事例の紹介を交えるといっ
た受講者各自が明確なイメージや目的を持てるよ
うにするための配慮が若干不充分であった気がす
る。特に XMLについては，具体例が出たのが最
終日（第 9講）の岩井茂樹教授の時点になってし

まったこともあって，かえって XMLが面倒なフ
ォーマットなのではないかと戸惑った受講者も少
なくなかったことと思う。この点，PDF変換方
法についての説明が第 7講において Christian 
Wittern助教授よりあったが，OpenOffi  ce. orgの
ような既成のエディタに実装されている PDF生
成機能や， 2日目までに紹介された TeXの PDF
変換と比べると，well formedなマークアップを
施しておく必要がある分，受講生の間では逆に
「なぜわざわざ XMLにするのか？」という疑問
を生じる結果となってしまった。XMLというフ
ォーマットを利用する目的や場面に対する説明が
足りなかったことも，そうした疑問を増幅させて
しまう結果に繋がってしまったのだろう。TeX
についても，第 2講に真下裕之氏より非常に懇切
な説明をいただいたが，TeXのメリットとして
挙げられていたものの大半（たとえば文書スタイ
ルの管理など） が実はMS Wordなど既成の
WYSIWYG型のエディタに実装されているため，
環境移行の面倒さをおしてまで TeXに乗り換え
ようという意欲が受講者の間では起きにくかった
印象がある。
このように，TeXや XMLを使えるとどのよ

サマーセミナー実施報告（ 3）

マークアップテキストがもたらす利便性

秋山陽一郎
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うに便利なのか，というイメージが具体的に湧か
なかったことが受講者の泣き所になってしまった。

データ交換形式としての利便性
TeXや XMLがもたらしてくれる最大の利点
は，何といってもクロスプラットフォームの下
（異なる OSや端末間）でのデータ交換にある。
TeXも XMLもテキストベースのマークアップ
言語であるため，WindowsやMac OS, Unixと
いった様々なプラットフォーム上で全く同一のデ
ータを共有することができ，しかも比較的認知度
の高い規格であるため，対応しているツールが多
数公開されているのも強みといえる。特に組版ツ
ールとしての TeXなどは，この部分での利便性
が指摘のレベルにとどまることなく，もっと強調
されても良かったのではないだろうか。
昨今，オフセット入稿によって自費出版が安価
で容易にできるようになってきたが，執筆者と編
集者との原稿のやりとりをMS Wordや一太郎と
いったワープロ原稿で行っている例をしばしば見
る。ところが，少なくともこれまでの筆者の経験
では，このようなケースの多くはレイアウト面で
必ずと言って良いほどトラブルが発生している。
執筆者と編集者との間で使用している OSが異な
る場合はもちろんのこと，OSやアプリケーショ
ンが全く同じ場合においてさえも，微妙な環境差
や設定の違いだけでレイアウトは少なからず変わ
ってしまう（特に段落がえの改行絡みでページ数
が変わってしまったり，図表の位置やマージンで
トラブルが発生することが多い）。このような作
業環境差に由来するトラブルの大半は TeXを利
用することで回避できるはずで，TeXのスキル
を身に着けるという煩わしさは依然としてあるも
のの，クロスプラットフォーム下でほぼ同一レイ
アウトを共有でき，しかもツールの多くがフリー
で入手できるため，少なくとも編集側にとっては
頭痛の種を減らす有力な選択肢になるはずである。

データの再利用性という要素
テキストベースのマークアップ言語の今ひとつ
の利点として，データの再利用性という要素も欠

かすことができない。XMLはもちろんのこと，
TeXもまた HTMLへの変換が容易に行えるため，
人文系研究者として執筆原稿をたちどころに
PDFやWebページに変換することができること
ができるという点は大きな魅力といえる。この方
面において最も重要な意味を持っていたのは，何
といっても守岡知彦氏の第 5講「マークアップ概
論」における論理構造的マークアップの話であろ
う。論理構造のしっかりしたマークアップが施さ
れているデータは，XMLであろうと，また TeX
であろうと，データの再利用性が非常に高いとい
うマークアップのいわば基本を強調された内容で
あったが，非常に重要かつ実用的な内容だっただ
けに時間が足りなくて消化不良に終わってしまっ
たことが悔やまれる。
マークアップテキストの再利用性については，
SGMLのサブセットの一種である HTMLの作成
を通じて筆者も日頃から痛感しているところで，
一つだけ簡単な事例を挙げるとすれば，
（ 1）見た目の書式でマークアップした場合
<font size=”6”><b>第一章</b></font>
<font size=”4”><b>第一節</b></font>

<p>本文<font size=”2”>注釈</font></p>
（ 2）論理構造でマークアップした場合。（見た目
のスタイルは CSSで一括指定）
<h1>第一章</h1>
<h2>第一節</h2>

　<p>本文<span class=”note”>注釈</span> </p>

（ 1）のような見た目のデザイン本位のマーク
アップをしたのでは，融通の利かないマークアッ
プデータにしかならない。文章の論理構造は，文
章そのものを改変しない限りは原則として不変だ
が書式情報は可変である。たとえば，ウェブサイ
ト全体のデザインを変更する時など， 全ての
HTMLファイルの全てのマークアップを一つ一
つ書き換えていく必要があるが（無論，事前に一
定のマークアップルールさえ定めてあれば，機械
的に一括置換をかけることも可能だが），（ 2）の
ように“見出し 2”・“見出し 3”として論理構造
本位のマークアップを施し，デザイン面を外部ス
タイルシートに任せておけば，そのスタイルシー
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トを差し替えるだけで，個別の HTMLファイル
を何ら編集することなく全てのページのデザイン
を一括変更することができ，また既成のエディタ
に取り込んで印刷用文書として再利用するのも容
易にできるようになる。またこれがもし第三者に
とっても有用なコンテンツを含んでいるとすれば，
第三者がこれを取り込んで再利用する上でも非常
に扱いやすくなるはずである。（たとえば The 
Web Kanzakiで公開されている自動 RDF生成
ス ク リ プ ト ― http://www.kanzaki .com/ 
docs/sw/dc-a-maticなどを利用して RSSという
形態で再配信することもできる。）

人文系研究者の視点でマークアップを最適化
このような論理構造本位のマークアップを施し
ていく利点はほかにもある。花園大学の師茂樹氏
の講座にあった DOMによる XML操作を少しば
かり活用しただけでも，ただの検索が飛躍的に便
利になる。たとえば，十三經注疏のテキストデー
タを以下のようにマークアップすれば，経・伝・
注・疏・陸德明音義を区別して検索することがで
きるし，各ソースに成書時期を属性として付与す
れば，各ソースが編まれた時代を条件として指定
することもできるようになる。

<div>
<篇名>關雎</篇名>
<div>
<經>關關雎鳩，在河之洲。…</經>
<傳>興也。關關，和聲也。…</傳>
<注>箋云，摯之言至也。…</注>
<音義>雎，七胥反。鳩，九尢反。…</音義>
<疏>正義曰，毛以爲關關然，聲音和美者…</疏>

</div>
（中略）
</div>

ただ，こうした論理構造のマークアップは，書
物全体の構造が正しく理解されていないと行えな
い。ここに人文系研究者の需要がある。実は上記
のような，XMLを利用した十三經注疏の検索シ
ステムは，すでに台湾の中央研究院歴史語言研究
所が「新版漢籍電子文獻 3.0 測試版」（http:// 
serv2.sinica.edu.tw:8081/HandyWeb）として試験
的に公開しているのだが，上記の <音義>に相当
する陸德明の《經典釋文》や〈注〉の部分が阮元
の校勘記と一緒くたにされているなど，十三經注
疏の論理構造が正しくマークアップされていない
がために，折角の魅力的な新検索システムもあま
り功を奏していない。このように最適なマークア
ップを模索することが，次なる段階として求めら
れているのは自明であり，それは人文系研究者の
参与なくしては成しえないことであることもまた
明白である。
趣味と研究の境界は，それが自己完結に終わる
か，他者との共有を指向しているかで分かれる。
後者を志向する者は常に研究データの交換性や再
利用性に配慮することが求められるだろう。その
意味で XMLや TeXはひとつの有力な選択肢で
あるといえる。後学の便宜のために我々の先人が
多くの工具書を残してくれたことは我々のよく知
るところであり，それらの工具書の恩恵にあずか
っている今日の我々もまた，後学のために新たな
選択肢を残していくことが今日の我々に課せられ
た責務ではないだろうか。



TOPICS

2004年度の事業
・2004年 9月 6日～10日　2004年度東アジア人文情報学サマーセミナー「インターネット時代の人
文学の技術（スキル）」を開催（於京都大学人間・環境学研究科棟）
・2004年11月18日～21日　イタリア国立東方学研究所・フランス国立極東学院との共催により「中
国宗教文献研究国際シンポジウム」を開催（於京都大学百周年時計台記念館）
・2005年 1月22日　中国国家図書館との共催により日中共同シンポジウム「漢字文献資料庫的新技
術」を開催（於北京市湖北大厦）
・2005年 2月13日　京都新聞社との共催により「オープンフォーラム漢字文化の今（第二回）　東
アジアの人名・地名と漢字」を開催（於京都新聞文化ホール）
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